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１ は じ め に 

 

山形県オリジナル品種リンゴ‘ファーストレディ’は、 

８月下旬から９月上旬に収穫される早生種である。‘ファ

ーストレディ’は、比較的温暖な平坦地でも着色が容易

に進むことなどから、本県の早生種の主力である‘つが

る’にかわる品種として期待されている。 

 そこで、‘ファーストレディ’の食味や日持ち性等を考

慮した収穫判定方法について検討した。 

 

２ 試 験 方 法 

 

試験１ 収穫適期判定方法の検討 

(1)供試樹 

‘ファーストレディ’高接ぎ６年目（中間台：‘ふじ’ 

（15 年生）/マルバ、‘王林’（22 年生）/マルバ）各１樹、

マルバ台利用樹（８年生）２樹、ＪＭ７台利用樹（８年

生）５樹 

(2)栽培概要および調査方法 

高接ぎ樹は、2006 年４月中旬に一挙更新（１～２芽）

した。マルバ台樹は、2006 年に 6×3m（株間×畝間）の

植栽距離で２年生苗を定植し、2010 年春に間伐した。Ｊ

Ｍ７台樹は、2005 年に 5×4m で定植した。 

また、予備摘果を満開 30 日後頃、仕上げ摘果を満開

70 日後頃に行った。摘葉は、日焼け果の発生に留意し、

収穫開始２週間前および収穫開始１週間前に２回に分け

て行った。なお、収穫前落果の防止を図るため、各年度

とも収穫開始 14 日前頃にジクロルプロップ液剤（商品

名：ストッポール液剤）1,500 倍を散布した。 

調査は、８月中旬～９月中旬までの間に３～４日程度

の間隔で１樹につき５果程度果実を供試し、定法により

果実品質（着色面積、地色、果肉硬度、ヨード反応、糖

度、酸度等）を調査し、食味官能評価を行った。なお、

地色の判別は作成した「ファーストレディカラーチャー

ト」（2011 年）および王林カラーチャートを用いた。 

 

 

試験２ 果実の日持ち性の検討 

(1)供試樹 

‘ファーストレディ’高接ぎ６年目（中間台：‘ふじ’ 

（15 年生）/マルバ、‘王林’（22 年生）/マルバ）各１樹 

(2)試験区および調査方法 

 「ファーストレディカラーチャート」で収穫時の地色

が「２～３」の果実を供試した区と、収穫時の地色が「４

～５」の果実を供試した区について、日持ち性を比較検

討した。 

収穫した果実は、ただちに 20℃の恒温庫に搬入し、３、

５、７、９日後に定法により各区５果について果実品質

（果実重減少率、地色、脂質の発生の程度、果肉硬度、

糖度、酸度等）を調査し、外観および食味から商品性に

ついて評価した。 

 

３ 試験結果 

 

(1)収穫適期判定方法（試験 1） 

 食味官能評価で収穫適期と判断された時期の果実品

質は、３ヵ年の平均値で「始期」が満開後日数で 108

日、地色（王林カラーチャート）で 4.5、着色面積で

40％程度、果肉硬度で 17 ポンド、ヨード反応で 3.0

程度であり、「盛期」が満開後日数で 115 日、地色で

5.5、着色面積で 65％程度、果肉硬度で 16ポンド、ヨ

ード反応で 2.0 程度であり、「終期」が満開後日数で

125 日、地色で 6.0 程度、着色面積で 70％程度、果肉

硬度で 15 ポンド、ヨード反応で 2.0 をやや下回る程度

であった。なお、収穫適期を判断する果実形質は、年

次変動が少ない地色が最も適していた（表１）。 

 また、収穫適期は台木や高接ぎ樹の中間台の種類に

かかわらず地色で判断でき、収穫期の幅は「ファース

トレディカラーチャート」で始期が「２」、盛期が「３」、

終期が「４～５」までであった（図１、表２）。 

 なお、王林カラーチャートでは収穫盛期と終期の区



別がしにくかったが、収穫時の配色が多い「ファース

トレディカラーチャート」では、地色による収穫期の

判断が容易となった（表１、図１、２）。 

(2)果実の日持ち性（試験 2） 

 収穫時に地色の黄化が進んだ「４～５」区は、地色

に青みが残った「２～３」区に比べ果肉硬度が低く推

移し、商品性を失うような脂質が発生した果実もみら

れた（表３）。 

 また、「２～３」区は、20℃恒温条件において収穫５

日目程度まで商品性があったが、「４～５」区は、果肉

の軟化や果汁の減少から商品性は収穫３日目程度であ

り、日持ち性が劣っていた（表３）。 

 

４ ま と め 

 

リンゴ‘ファーストレディ’においては、収穫適期の

判断は年次変動が少ない地色が最も適しており、収穫期

の幅は「ファーストレディカラーチャート」で「２～５」

までの間であった。また、栽培条件の違いにかかわらず、

収穫期は同様に地色で判断することができた。 

一方、「４～５」のように地色の黄化が進んだ果実は、

果肉が軟らかく、脂質の発生が早いことから、地色に青

みが残った果実に比べ日持ちが劣った。 

以上のことから、収穫は「ファーストレディカラーチ

ャート」で地色が「２」となった頃に始め、「３」を収穫

盛期の目安とすることが適していると考えられた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１　各年度の収穫期の果実品質（2011～2009年）

始期 盛期 終期 始期 盛期 終期 始期 盛期 終期 始期 盛期 終期
106 113 119 110 117 127 108 115 125 108 115 124

（王林c.c.） 4.4 5.5 5.9 4.6 5.2 5.9 4.5 5.8 6.0 4.5 5.5 5.9
（ﾌｧｰｽﾄﾚﾃﾞｨc.c.） 2.2 3.8 4.6 - - - - - - - - -

着色 （％） 32 63 72 38 59 70 59 76 78 43 66 73
果肉硬度 （lb） 18 16 17 15 16 15 17 15 14 17 16 15
ヨード反応 （指数） 2.9 2.6 2.3 2.7 2.1 1.8 3.2 1.8 1.4 2.9 2.2 1.8

糖度 （Brix） 14.0 14.3 15.2 13.5 14.6 13.5 13.4 14.0 14.2 13.6 14.3 14.3
酸度 （g/100ml） 0.37 0.35 0.30 0.31 0.30 0.31 0.33 0.28 0.27 0.34 0.31 0.29

判断指標z 2011年 2010年 2009年 平均（2011～2009年）
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図１　各栽培条件における収穫期の幅と地色の関係（2011年）

z指標の値は、高接ぎ樹、マルバ台樹、JM7台樹の平均値を示す。網掛け部分は、収穫期の判断に最も適する指標を示す。

注）黒いマーカーは適期、白いマーカーは適期外を示す。

表３　収穫時の地色の違いが20℃条件下における高接ぎ6年目樹の果実の日持ち性に及ぼす影響（2011年）

地色（ﾌｧｰｽﾄﾚﾃﾞｨc.c.）

収穫時 調査時
収穫時 - 3.0 3.0 19.7 0.0 14.3 0.35 ○

3 0.4 2.6 3.4 18.0 0.0 14.0 0.35 ○
5 1.2 2.4 4.1 16.0 1.4 14.6 0.33 ○
7 1.2 2.8 4.1 13.7 1.8 14.7 0.33 ×～△ 一部粉質化
9 1.9 2.6 5.0 13.4 1.6 15.3 0.34 × 粉質化

収穫時 - 4.8 4.8 17.8 0.0 14.3 0.30 ○
3 0.4 4.6 4.8 16.1 0.6 14.1 0.29 ○
5 1.1 4.5 5.0 13.3 2.0 14.1 0.29 △ 果汁減、果肉軟化
7 1.1 4.6 4.8 12.9 1.8 14.9 0.28 ×～△ 一部粉質化
9 1.6 4.6 5.2 11.4 2.2 14.4 0.23 × 粉質化

z0:なし、1:わずかにあり（気にならない）、2:気になる、3:果実全体がべとつく、y○:商品性あり、△:多少問題あり、×:商品性なし
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表２　収穫時の地色と食味の関係（2011年）

ﾌｧｰｽﾄﾚﾃﾞｨ

c.c.
王林

z

c.c.

1 3.8 2.0 果汁少なく、未熟臭残る

2 4.4 2.6 果汁増し、ややデンプン臭残る

3 4.9 2.8 食味良好

4 5.8 3.1 食味良好

5 6.0 3.3 やや果肉軟化する

6 6.5 3.5 果汁少なく、過熟臭する

食味評価
y

（1～4）
概評

地色

z
ﾌｧｰｽﾄﾚﾃﾞｨc.c.で区分した果実における王林c.c.指数の平均値。
y
1:未熟（食べられない）、2:やや未熟、3:適熟、4:過熟

図２　作成したファーストレディカラーチャート（2011年）

：収穫適期を示す。
。網掛け部分は、食味良好。


